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Abstract

The present study focuses on older person’s psychological health and relationships with

grandchildren, and attempts to clarify grandchild-grandparent relationships using a scale for

objectively measurement of this relationship.

Structured interviews were conducted on older persons with grandchildren. Subjects were

77 individuals aged 65 or older who were visiting a Welfare Center for the Aged in

Prefecture A, and who had a grandchild in junior high school, high school, or university.

Interview data were analyzed by descriptive statistics , t-tests , Kruskal-Wallis tests , and

Pearson’s correlation coefficient using SPSS version 16.0 statistical software.

The analysis revealed a relationship between factors such as degree of depression and

subjective health and ‘succession promoting function’ of grandchildren, and a relationship

between factors such as interactions with a grandchild and psychological distance and ‘time

perspective promoting function’ of grandchildren. In consideration of previous reports that

indicated the importance of subjective health in successful aging , the present findings

objectively demonstrate that the presence of a grandchild can help promote successful aging.

Key Words : psychological health , mental health , the relation between grandchild and

grandparents

緒 言

１．文献検討

現在の日本では，急速な高齢化が進み，高齢者

が増加している。それと共に，高齢者の核家族化

も進行している。全国の三世代同居率をみても，

平成元年では，14．2％，平成 10年では 11．5％，平

成 18年では 9．1％と年々減少してきており，逆に

平成 18年では高齢者のみの世帯が約半数（46．8

％）となっている1）。しかし，山形県は，三世代同

居率が全国 1 位（平成 17 年 山形：24．9％）

で，2軒に 1軒が高齢者のいる世帯（平成 17年

全国：35．1％ 山形：51．7％で全国 1位）であ

る2）。また，子供夫婦との同居の割合も全国平均

（27．4％）に比べ，51．5％と高い割合を示してい

る3）。子や孫と同居している高齢者は，別居してい
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図１ 高齢者のサクセスフルエイジングに及ぼす要因

る高齢者に比して，健康で情緒的に安定し，充実

した生活を送っていることが知られていること4）

から，山形県の高齢者は，元気で活力のある老後

を送っているのではないかと考えられる。実際，

筆者は祖父母と共に，三世代同居で暮らしてきた

が，祖母は 84歳を過ぎる現在でも健在であり，ま

た，触れ合う機会の多い近所の高齢者の多くも，

活き活きと暮らしている。高齢者に対する関心

は，主として介護や疾病などのマイナスイメージ

ばかりに集まりがちであるが，近年は，サクセス

フル・エイジングという概念が注目されており，

肉体的にも精神的にもいかに健康で過ごすかとい

う事にも関心が向けられている。サクセスフル・

エイジングとは，高齢者の理想的な老いとして考

えられた概念で，多くの研究がなされてきてい

る。特に，心理学，老年社会科学，高齢者看護学

などの分野においては，このサクセスフル・エイ

ジングに対する関心が高まってきている。サクセ

スフル・エイジングとは高齢期の自立と生きがい

などの主観的な側面を含む概念であり，その実現

は高齢社会の究極の目標5）6）と言われているが，現

在においても，概念として十分に確立されたもの

ではない7）。嵯峨座8）や松本ら9）は，サクセスフ

ル・エイジングの要件として，いくつかのカテゴ

リーをあげてはいるが，その報告は少なく，内容

一つ一つに関して調査されている文献も少ない。

現在のところサクセスフル・エイジングに関連す

る要件としては，主観的健康感（健康度自己評

価），主観的幸福感，生活満足度，抑うつ感の 4

点が挙げられており，主観的健康感（健康度自己

評価）や主観的幸福感の関連が強いとされてい

る8）9）。

前述のように，子や孫と同居している高齢者

が，健康で活き活きとした生活を送っているとい

う筆者の周囲の状況を考えると，子や孫と同居あ

るいはふれあいもサクセスフル・エイジングの一

つの要件を構成するのではないかと推測される。

事実，芳賀は，孫と高齢者の交流は，祖父母の生

きがいとなり，主観的健康感を高める10）ことを示

唆しており，サクセスフル・エイジングを送って

いるとされた高齢者は，統計的有意差は無いもの

の，子・孫との同居世帯において高い傾向にあ

る7）と述べている。同様に，宮田と大川も，「特に

孫の存在がサクセスフル・エイジングに大きな影

響を与えているのではないか」11）と述べている。

エリクソンら12）によれば，「高齢者が孫と関わるこ

とは自己の生命が途絶えても，精神が次世代に引

き継がれる信頼を形成し，そのことが死への不安

を和らげる。多くの高齢者はどのくらいあるかわ

からない自分の未来への不安に対し，孫は『無限

に未来に延びる自分自身の延長』となり気持ちの

安定を取り戻す要因である」と述べている。この

ことからも孫は，高齢者のサクセスフル・エイジ

ングに影響を与えていると考えられている。しか

し，具体的に孫－祖父母関係に着目し，どの要素

が，サクセスフル・エイジングに影響を及ぼすか

について調査した研究は，これまでのところみら

れない。

今回，筆者は高齢者の心理的，精神的健康と孫

との関係に着目し，具体的に孫のどのようなあり

様が影響しているのかを，孫と祖父母との関係を

客観的に測定できる尺度を用いて明らかにするこ

とを試みた。本研究によって，サクセスフル・エ

イジングを達成する一つの具体的な要件が確立

し，今後の高齢者をめぐる社会的，制度的な対応

の一助となることが期待される。

２．概念図

先行研究より，高齢者のサクセスフルエイジン

グに関係のある要因として，主観的健康感，主観

的幸福感，生活満足度，抑うつ度が挙げられてい

る。また，関連があると言われているものとし

て，孫の存在も挙げられているが，現在までのと

ころサクセスフルエイジングに直接関連があると

述べている論文はない状況である。そのため，本

研究では，サクセスフルエイジングに及ぼす孫の

存在と影響について調べることとした（図 1）。
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研究方法と対象

１．研究デザイン

孫を持つ高齢者を対象として，構成的面接法に

より下記に示すような調査項目についての回答を

得て分析する。

２．研究対象者

山形市内の老人福祉センターに通所する 65歳

以上の高齢者で，中学生，高校生または大学生の

孫を持つ人 77名である。本研究では，孫を持つ高

齢者の特徴について先行研究と比較し考察したい

と考え，孫を持つ高齢者のみに焦点を当てた。ま

た，本研究で使用する孫－祖父母関係評価尺度

は，中学生以上を対象とした尺度であるため，中

学生，高校生または大学生の孫を持つ高齢者と規

定した。

３．調査期間

平成 20年 10月 22日～11月 30日とした。

４．倫理的配慮

山形県立保健医療大学倫理審査委員会におい

て，承認を受け（平成 20年 10月 22日付），各対

象者には，研究の主旨を説明し，同意を得た。

５．調査項目

1）基本属性（年齢，性別，配偶者の有無，仕事

の有無）

2）孫と同居又は別居

3）孫との連絡の取り方と付き合い方

4）趣味，家庭での役割，生きがい

5）高齢者抑うつ尺度（Geriatric Depression Scale

:GDS）※

6）主観的健康感（4段階評価）※※

7）ビジュアルアナログスケールを用いた孫との

主観的な“心の距離”

8）孫－祖父母関係評価尺度［祖父母版］※※※

６．データ収集の手順

Y市の社会福祉協議会より介護老人保健施設 2

か所をご紹介頂き，調査を行った。ご紹介頂いた

老人福祉センターを会場として調査を行い，時間

は 1時間程度で行った。

７．分析方法

統計処理ソフト SPSS version 16．0を使用し，記

述統計，t検定，Kruskal-Wallis検定，Pearsonの相

関係数を用いて解析した。趣味，家庭での役割，

生きがいについての項目では，それぞれをグルー

プ化し分析を行った。

調査項目の説明

※ GDS:

イエサベージ13）が 1983年に開発した高齢者抑

うつ状態を測定する尺度で，オリジナルの質問項

目は 30問あるが，15問あるいは，5問の短縮版も

用いられる。今回使用したGDSは，5問の短縮版で

あり，2002年に鳥羽ら14）がGDSの 15項目とGDS

の 5項目には高い正の相関（r=0．9，p<0．001）がみ

られることを示しており，信頼性，妥当性が認め

られている。得点化は，GDS問 1に「いいえ」，

GDS問 2～5に「はい」と回答した場合に，1点を

加算する方式であり，5点満点中 2点以上は，うつ

傾向を示すと判断される。質問項目は以下の 5問

である。

1．毎日の生活に満足していますか

2．毎日が退屈だと思うことが多いですか

3．外出したり何か新しいことをするよりも家に

いたいと思いますか

4．生きていても仕方がないと思う気持ちになる

ことがありますか

5．自分が無力だと思うことが多いですか

※※ 主観的健康感：

主観的健康観とは，現在の健康状態についての

本人の評価のことで，健康度自己評価とも言われ

る。検査などによって客観的に測定することが困

難な領域の健康度についての代替指標として使用

する。「非常に健康」「まあ健康」「あまり健康でな

い」「健康でない」の 4段階で評価。

※※※ 孫－祖父母関係評価尺度：

1996年に田畑治ら15）によって開発された孫と祖

父母の関係を測定する尺度で，祖父母が回答する

［祖父母版］と孫が回答する［孫版］がある。こ

の尺度は孫と祖父母の日常的な行動的，情緒的関

わりに加えて，孫が祖父母に与える影響（孫の機

能），祖父母が孫に及ぼす影響（祖父母の機能）を

それぞれ測定できる。

信頼性，妥当性については，［祖父母版］，［孫

版］いずれも信頼性係数（クロンバックの α係
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表１ 対象者の背景

N=77

項目 調査結果

年齢 平均：76．6歳（最低：65歳，最高：88歳）

性別 男性：女性 27（35．1％）：50（64．9％）

配偶者の
有無

有 48（62．3％）

無 27（35．1％）

無回答 2（ 2．6％）

職業の
有無

有 14（18．2％）

無 62（80．5％）

無回答 1（ 1．3％）

孫の人数 4．41±2．05名

数）は 0．68～0．88であり，十分な信頼性は認めら

れている。また各項目の因子分析（主成分解，バ

リマックス回転）により，孫版は「存在受容機

能」，「日常的・情緒的援助機能」，「時間的展望促

進機能」「世代継承性促進機能」の 4因子，祖父母

版は「時間的展望促進機能」，「道具的・情緒的援

助機能」，「存在受容機能」，「世代継承性促進機

能」，「日常的・情緒的援助機能」の 5因子からな

り，各因子の妥当性も認められている。

今回は，祖父母版のみを解析に用いた。祖父母

版の下位項目については以下の通りである。

Ⅰ．時間的展望促進機能

「祖父母が孫の姿から余生の大切さを感じた

り，過去の自分を振り返ったりすること」を意味

しており，『自分の余生を振り返させる度合』を表

している。

Ⅱ．道具的・情緒的援助機能

「孫が祖父母の用事に付き添ったり，現在の流

行を教えたりする等」を意味しており，『孫とのふ

れあいの度合』を表している。

Ⅲ．存在受容機能

「孫がいるだけで何もしなくても祖父母の心の

拠り所になる」を意味しており，『存在が心の拠り

所となる度合』を表している。

Ⅳ．世代継承性促進機能

「祖父母が孫の姿を通して，先祖からのつなが

りや，自分の命が孫に引き継がれる実感を持つ」

を意味しており，『世代が引き継がれていく安心

感』を表している。

Ⅴ．日常的・情緒的援助機能

「孫が祖父母に関心や理解を示す」を意味して

おり，『日常の中での相互の関心の度合』を表して

いる。

なお，この孫－祖父母関係評価尺度では，対象

となる孫は，同居・別居に関わらず，一番関わり

の多く親密度が高い孫 1名を選択（可能な限り，

中学生から大学生の年代を選択）し，○：2点，

△：1点，×：0点として採点し，それぞれの項目

で合算，得点化した。

結 果

１．対象者の特性

男性 27名（35．1％），女性 50名（64．9％）で

あった。年齢の平均は 76．6歳で，最低年齢は 65

歳，最高年齢は 88歳であった。なお，配偶者

は，48名（62．3％）が健在であった。職業は 62

名（80．5％）が無職，孫の平均人数は，4．41±2．

05人であった（表 1）。

趣味（複数回答）として，一番多く挙げられて

いたのは，音楽（22名）で，内容としては，カラ

オケがほとんどであった。次いで，教養・習い事

（19名），農作業（14名），運動（11名）であっ

た。

家庭での役割は，日常的な内容（48名）が最も

多く，内訳として，家事や洗濯，掃除などが挙げ

られた。次いで，農作業（12名），家にかかわるこ

と（8名）であった。少数であるが，世話という回

答もあり，その中には孫の世話が含まれていた。

生きがいについての調査では，趣味（33名）と

いう回答が最も多く，次いで家族・孫との交流

（12名），仕事（12名），家族以外との交流（9

名），健康でいること（9名）であった（表 2）。
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N=77
※回答する際に、親戚，友人，近隣の人の各項目で、当てはまらない人はいないため非該当はなしとした。

表５ 人との交流頻度

N=77

人数（％）

いつも一緒に生活できるのが良い 37（48．1）

ときどき会って食事や会話をするのが良い 32（41．6）

たまに会話する程度で良い 7（ 9．1）

まったく付き合わずに生活するのが良い 0（0）

無回答 1（ 1．2）

人数（％）

非常に健康だと思う 12（15．6）

まあ健康な方だと思う 53（68．8）

あまり健康でない 8（10．4）

健康でない 1（ 1．3）

無回答 3（ 3．9）

表３ 主観的健康感 表４ 望む孫との付き合い方

N=77

生きがい 内容

趣味（33） 囲碁・盆栽・釣り・踊り・カラオケ・音楽・コンサートに行く・テレビ観賞・土い
じり・酒、タバコ・手芸・物づくり

家族との交流・孫との交流（12） 楽しい食事・孫の成長・孫の存在・家族に迷惑をかけないこと

仕事（12） 仕事のアドバイス・農業・乳牛の世話・畑の手入れ・家族のために働く事

家族以外との交流（9） 友達との会話・小学生との交流・老人クラブ・デイサービスに行くこと・老人会・
仕事の OB会

健康でいること（9） 温泉に行くこと・スポーツジム・太極拳

お茶のみ（3） 近所の人との時間の共有

複数回答

表２ 生きがい

主観的健康感については，「非常に健康だと思

う」が 12名（15．6％），「まあ健康な方だと思

う」が 53名（68．8％），「あまり健康でない」が 8

名（10．4％），「健康でない」は 1名（1．3％）で

あった（表 3）。

望む孫との付き合い方に関しては，「いつも一緒

に生活できるのが良い」が 37名（48．1％），「とき

どき会って食事や会話をするのが良い」が 32名

（41．6％），「たまに会話する程度でよい」が 7名

（9．1％）であり，「まったく付き合わずに生活す

るのが良い」との回答はなかった（表 4）。

交流頻度については，同居している孫では，一

週間に 3回以上交流を持っている人が 41名（53．

2％）で最も多く，別居している孫では，月 1回程

度の交流を持っている人が 23名（29．9％）で最も

多かった。全く無しという回答は 6名（7．8％）で

最も少なかった。また，別居している子供との交

流では月 1回程度の交流が最も多く 19名（24．7

％）であった。親戚との交流では，月 1回程度が

最も多く 24名（31．2％）であった。友人・近隣の

人との交流では，一週間に 3回以上の交流が最も

多く約半数を占めていた（表 5）。

3回／週 1回／週 2～3回／月 1回／月 全く無し 非該当 無回答

人数
（％）

人数
（％）

人数
（％）

人数
（％）

人数
（％）

人数
（％）

人数
（％）

同居している孫 41（53．2） 1（ 1．3） 2（ 2．6） 1（ 1．3） 3（3．9） 15（19．5） 14（18．2）

別居している孫 14（18．2） 9（11．7） 8（10．4） 23（29．9） 6（7．8） 6（7．8） 11（14．2）

別居している子供 19（24．7） 9（11．7） 15（19．5） 19（24．7） 3（3．9） 3（3．9） 9（11．7）

親戚 16（20．8） 6（ 7．8） 14（18．2） 24（31．2） 3（3．9） ※ 14（18．2）

友人 35（45．5） 11（14．3） 7（ 9．1） 8（10．4） 3（3．9） ※ 13（16．9）

近隣の人 38（49．4） 13（16．9） 6（ 7．8） 4（ 5．2） 5（6．5） ※ 11（14．3）
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下位尺度（構成している質問数）
今回の調査結果
平均値±SD 得点／質問数

Ⅰ．時間的展望促進機能（7） 12．31±2．21 1．76

Ⅱ．道具的・情緒的援助機能（10） 14．01±6．10 1．40

Ⅲ．存在受容機能（5） 7．30±2．71 1．46

Ⅳ．世代継承性促進機能（5） 8．31±2．30 1．66

Ⅴ．日常的・情緒的援助機能（3） 4．77±1．72 1．59

表７ 孫－祖父母関係評価尺度

図 2 孫との主観的な“心の距離”の分布図

配点 人数（％） 総得点

0 46（59．7） 0

1 14（18．2） 14

2 7（ 9．1） 14

3 3（ 3．9） 9

4 1（ 1．3） 4

5 0 （0） 0

無回答 6（ 7．8） ※

平均 0．58±0．94

N=77
※無回答の総得点は換算できないため記入せず。

表６ GDSの５項目の得点

GDSの 5項目の平均得点は，0．58±0．94点（最

小値：0，最大値：4）であった（表 6）。

孫との主観的な“心の距離”については，5㎝前

後と回答した人が最も多く，次いで 0㎝以上 1㎝

未満，8㎝以上 9㎝未満であった（図 2）。

２．孫－祖父母関係評価尺度を用いた解析

今回の調査において，この尺度の信頼性を示す

クロンバックの α係数は 0．77であった。

各因子における平均得点は，「Ⅰ．時間的展望促

進機能」では 12．31±2．21点，「Ⅱ．道具的・情緒

的援助機能」は 14．01±6．10点，「Ⅲ．存在受容機

能」は 7．30±2．71点，「Ⅳ．世代継承性促進機

能」は 8．31±2．30点，「Ⅴ．日常的・情緒的援助

機能」は 4．77±1．72点であった。また，下位項目

毎の得点の比較をするため，1問あたりの得点を

算出した。その結果「時間的展望促進機能」と「世

代継承性促進機能」の 2つの下位項目において，
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表８ 孫－祖父母関係評価尺度と主観的健康感との関係

主観的健康感の項目 中央値（範囲） Kruskal-Wallis検定

Ⅰ．時間的展望促進機能 非常に健康だと思う 13．4（ 4．0）

まあ健康な方だと思う 13．0（11．0）

あまり健康でない 12．0（ 8．0）

Ⅱ．道具的・情緒的援助機能 非常に健康だと思う 15．5（31．0）

まあ健康な方だと思う 15．3（20．0）

あまり健康でない 13．5（16．0）

Ⅲ．存在受容機能 非常に健康だと思う 8．4（ 3．0）

まあ健康な方だと思う 7．8（10．0）

あまり健康でない 6．5（10．0）

Ⅳ．世代継承性促進機能 非常に健康だと思う 9．6（ 3．0）

まあ健康な方だと思う 9．1（10．0） *

あまり健康でない 7．5（10．0）

Ⅴ．日常的・情緒的援助機能 非常に健康だと思う 5．8（ 1．0）

まあ健康な方だと思う 5．2（ 6．0）

あまり健康でない 4．8（ 6．0）

N=77
*:p<0．05

高い得点が得られた（表 7）。

孫－祖父母関係評価尺度の各下位項目と主観的

健康感との関連については，Kruskal-Wallis検定の

結果，「Ⅳ．世代継承性促進機能」（p=0．045）で有

意に高かった（表 8）。

孫－祖父母関係評価尺度と配偶者の有無との関

連については，t検定を行ったが，有意差は見られ

なかった。

孫－祖父母関係評価尺度と孫の就学状況との関

連については，Kruskal-Wallis検定により，「Ⅲ．存

在受容機能」の項目において中学生に比べ高校生

の得点が有意に高かった（p=0．032）。同様に

「Ⅲ．存在受容機能」において中学生に比べその

他の得点が有意に高かった（p=0．007）（表 9）。

孫の状況（人数） 中央値（範囲） Kruskal-Wallis検定

Ⅰ．時間的展望促進機能 中学生（13） 13．0（11．0）

高校生（21） 13．1（ 4．0）

大学生（27） 12．5（ 8．0）

その他（12） 13．4（ 5．0）

Ⅱ．道具的・情緒的援助機能 中学生（13） 11．7（20．0）

高校生（21） 15．0（20．0）

大学生（27） 15．0（37．0）

その他（12） 16．3（ 9．0）

Ⅲ．存在受容機能 中学生（13） 6．0（10．0）
*

高校生（21） 8．3（ 6．0）

大学生（27） 7．6（10．0）
**

その他（12） 9．25（ 5．0）

Ⅳ．世代継承性促進機能 中学生（13） 9．1（10．0）

高校生（21） 9．0（ 5．0）

大学生（27） 9．0（10．0）

その他（12） 9．25（ 4．0）

Ⅴ．日常的・情緒的援助機能 中学生（13） 5．0（ 6．0）

高校生（21） 5．4（ 6．0）

大学生（27） 5．4（ 6．0）

その他（12） 5．4（ 3．0）

表９ 孫－祖父母関係評価尺度と孫の状況との関係

N=77
*:p<0．05 **:p<0．01
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孫－祖父母関係評価尺度と GDSの 5項目との

関連については，Pearsonの相関係数より，「Ⅳ．世

代継承性促進機能」（r=-0．30）と「Ⅱ．道具的・情

緒的援助機能」（r=-0．23），「Ⅲ．存在受容機能」

（r=-0．21）に弱いながらも負の相関がみられた

（図 3）。

孫－祖父母関係評価尺度と望む孫との心理的距

離との関連については，「Ⅰ．時間的展望促進機

能」（r=-0．36）と「Ⅴ．日常的・情緒的援助機能」

（r=-0．24），「Ⅳ．世代継承性促進機能」（r=-0．21）

で弱いながらも負の相関がみられた（図 4）。

図３ 孫－祖父母関係評価尺度とGDS５項目との関連（Pearson の相関係数）

図４ 孫－祖父母関係評価尺度と望む孫との主観的な“心の距離”との関係（Pearson の相関係数）
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考 察

１．今回の対象集団の特質

今回の調査対象においては，GDSを用いた解析

で，抑うつ度の得点が低かったことは，抑うつ傾

向ではないことを示している。鳥羽ら14）の調査

は，対象者が杏林大学病院高齢医学診療科に入院

もしくは物忘れ外来に受診した 90例で，得点は

0．62±0．73であり，今回の調査での得点のほうが

低かった。しかし，鳥羽らの対象者は入院もしく

は外来通院している高齢者を対象としていたた

め，このような結果が得られたと考えられる。ま

た，早川ら16）は，高齢者の運動能力に対して，「日

常活動性が高い人ほど運動能力が優れていること

が示唆された。さらに，6分間に歩くことができる

最大距離（6 MD）は，軽度ではあるが GDSとの相

関がみられ，うつ傾向にある人ほど運動能力が低

下していた」と述べており，GDSと身体的健康が

相関していることを示唆している。よって今回の

調査対象者は，身体的にも健康であると思われ

る。事実，今回の調査対象者が，主観的健康感に

おいても健康であると感じている割合が高く，身

体的にも，精神的にも健康な対象者であったと考

えられる。

孫との付き合い方に関して，約 9割が頻回に関

係を持ちながら生活していきたいと答えている。

全国調査17）と比較してその割合は多く，今回の対

象者が居住する山形県においては，孫との関係性

を大切にしていることが示唆された。山形では，

三世代同居率が高く，子や孫が比較的身近な存在

として捉えられていることが，この結果に関連す

ると思われた。今回の調査で祖父母が孫との関係

を維持したいと考えていることは，先行文献10）の

結果から，祖父母自身の主観的健康感，主観的幸

福感向上に孫の存在が影響しているものと考えら

れた。

交流の頻度については，同居の孫との交流にお

いて，一週間に 3回以上交流を持っている人が 5

割で，別居の孫との交流でも，一週間に 3回以上

交流を持っている人が約 2割（18．2％）であっ

た。全国調査18）では，別居の孫では 0．3％であ

り，山形県の特徴として，孫との交流の頻度が高

いことを示している。このことは，別居であって

も，孫が物理的に近い場所に居住していることが

多いことに起因していると思われる。実際，今回

の聞き取り調査でも，同じ市内で生活している祖

父母と孫が多数認められ，交流を持ちやすい環境

にあることがわかった。

趣味として，音楽が一番多かった。高齢者の趣

味として，歌やカラオケが選ばれていることは，

内閣府の調査17）にも見られるが，それ程多い割合

ではない。これは，今回調査させて頂いた通所施

設において，毎日カラオケを行う時間があること

によるものと考えられ，今回の対象者に特有のも

のと思われた。また，教養や習い事との回答もあ

り，今回の集団が身体的に自立した高齢者であ

り，時間の過ごし方が有意義な使い方につながっ

ていることが考えられた。

家庭の中での役割という項目は，日常的な内容

が多く述べられ，対象者は毎日の生活の中で全般

にわたり家事に従事している。この結果は，高齢

者が日中の家事を担当しており，子世代の手助け

を行っていることによると考えられる。少数では

あったが，留守番，孫の世話，孫の弁当作りとい

う回答もあり，共働き率が高い山形県2）において

は，日中に孫と過ごす時間が多いと推測され，孫

とのふれあいの時間も多いことが予想される。

生きがいの構成要素に関する全国調査において

は，趣味と孫17）という回答が最も多く，今回の調査

における生きがいについては，趣味や孫との交流

との回答が多かった。このことは，全国調査の結

果と共通していた。

今回の調査集団においては，主観的健康感で健

康であると答えた者が多かったことは，孫のいる

高齢者を調査の対象としたためであると思われ

る。実際，中村ら19）は「孫のいる高齢者の方が，孫

のいない高齢者よりも主観的健康感が高い結果を

得ることが出来た」と述べている。さらに，孫と

別居している場合でも，今回の調査対象者は，物

理的に近い距離に居住しており，孫との交流の頻

度が高く，そのことも主観的健康感に影響してい

たと考えられる。

２．高齢者の心理的・精神的健康状態と孫との関

連

今回の調査では，田畑らの開発した孫－祖父母

関係評価尺度を用い，孫のどのような側面が，高

齢者の心理的・精神的健康状態に影響を及ぼすか

橋本翼：高齢者の心理的，精神的健康状態における孫の及ぼす影響～孫－祖父母関係評価尺度を用いた検討～
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を解析した。今回の調査での各下位項目の得点

は，田畑らの報告16）と比較しいずれも高い値を示

した。得点を質問数で割った 1問あたりの平均得

点を比較すると，田畑らの結果では，「Ⅰ．時間的

展望促進機能」が 1．63点，「Ⅱ．道具的・情緒的

援助機能」が 1．22点，「Ⅲ．存在受容機能」が

1．14 点，「Ⅳ．世代継承性促進機能」が 1．66

点，「Ⅴ．日常的・情緒的援助機能」が 1．33点で

概ね同じ傾向を示した。

孫－祖父母関係評価尺度と抑うつ度との関係に

おいて，「Ⅳ．世代継承性促進機能」，「Ⅱ．道具

的・情緒的援助機能」，「Ⅲ．存在受容機能」，につ

いて弱いながら負の相関がみられ，特に「Ⅳ．世

代継承性促進機能」で比較的高い相関係数が得ら

れたことは，高齢者の精神的な健康状態と孫の

「Ⅳ．世代継承性促進機能」との間に関連がある

ことが示唆された。これは，孫が次世代への血統

や家風などの継承への期待感が高齢者の精神的な

安寧に寄与していると考えられた。

孫－祖父母関係評価尺度と主観的健康感では，

主観的健康感のうち「非常に健康」と答えた群と

「あまり健康でない」と答えた群において，孫の

「Ⅳ．世代継承性促進機能」の影響に有意差がみ

られた。このことは，孫の持つ「Ⅳ．世代継承性

促進機能」は，祖父母の主観的健康感と強く関連

していることを示している。高齢者において，孫

が果たす機能は必ずしも一様ではなく，主体とな

る高齢者の健康感に依存しており，自分が健康だ

と思う高齢者ほど孫の影響を多く受け，健康でな

いと感じている高齢者は，孫から受ける影響も少

ないと考えられた。また，芳賀ら7）は主観的健康感

で健康であると感じている高齢者がサクセスフ

ル・エイジングであると規定している。今回の対

象者においても，主観的健康感で健康であると感

じている高齢者が多く，先行研究7）からもサクセス

フル・エイジングを達成している高齢者が多い集

団であることが示唆され，高齢者のサクセスフ

ル・エイジングと孫の持つ「Ⅳ．世代継承性促進

機能」に関して関連があることを示している。こ

れは，未だはっきりと証明されていないサクセス

フル・エイジングと孫との関係を示したもので，

関連性を確認したことにつながるものと考える。

同様に，「Ⅳ．世代継承性促進機能」に有意差がみ

られたことは，エリクソンら12）が述べた，「高齢者

が孫と関わることは自己の生命が途絶えても，精

神が次世代に引き継がれる信頼を形成し，そのこ

とが死への不安を和らげる。多くの高齢者はどの

くらいあるかわからない自分の未来への不安に対

し，孫は『無限に未来に延びる自分自身の延長』

となり気持ちの安定を取り戻す要因である」の内

容と合致するものであり，孫の持つ多面的な機能

の中でも，最も重要な機能であることを示してい

る。

孫－祖父母関係評価尺度と配偶者の有無との関

連では，孫のいずれの機能においても有意差はみ

られなかった。このことは高齢者における配偶者

の有無と，孫との関係は，独立した項目であるこ

とが考えられる。

孫－祖父母関係評価尺度と孫の就学状況との関

連では，「Ⅲ．存在受容機能」の項目において中学

生と高校生の得点と中学生とその他のそれぞれに

有意差が見られた。これは，就学状況によって孫

の存在が意識されることを示しており，孫の

「Ⅲ．存在受容機能」においては，孫の持つ社会

的な立場が影響することを意味している。同時に

中学生に対する得点よりも高校生，その他の孫に

対する得点が優位に高いことから，年齢を重ね，

成人に近くなるにつれ孫の存在が大きなものに

なっているものと考えられる。

孫－祖父母関係評価尺度と孫との主観的な“心

の距離”では，「Ⅰ．時間的展望促進機能」，

「Ⅴ．日常的・情緒的援助機能」，「Ⅳ．世代継承

性促進機能」で弱いながら負の相関がみられた。

「Ⅰ．時間的展望促進機能」において，比較的高

い相関係数が得られたことは，孫との主観的な

“心の距離”が近ければ近いほど，高齢者自らの

余生や前途について考える機会が与えられること

を意味している。

孫－祖父母関係評価尺度の中で，「Ⅱ．道具

的・情緒的援助機能」については，今回調査した

いずれの項目とも関連性は見られなかった。この

ことは，孫の持つ「Ⅱ．道具的・情緒的援助機

能」は他者での代替が可能であり，特に孫である

必要性が乏しいことに起因しているのではないか

と考えられる。これは，地域や施設での他者との

関わりが多い高齢者においては，そのような傾向

が強いことが推測される。
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結 論

1．孫の存在は，高齢者の心理的・精神的健康状

態に影響を与え，その中でも特に，「Ⅳ．世代継

承性促進機能」と「Ⅰ．時間的展望促進機能」

に関連が認められた。

2．孫の存在は，主観的健康感に影響を与え，ひ

いてはサクセスフル・エイジングの達成に寄与

するものと考えられた。
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要 旨

本研究は，高齢者の心理的，精神的健康と孫との関係に注目し，具体的にどのよ

うなあり様が関係しているのかを，孫と祖父母との関係を客観的に測定できる尺度

を用いて明らかにしようと試みたものである。

研究デザインは，孫を持つ高齢者を対象として行った構成的面接法である。山形

市内の老人福祉センターに通所する 65歳以上の高齢者で，中学生，高校生または大

学生の孫を持つ人 77名に調査を行った。分析には統計処理ソフト SPSS version

16．0を使用し，記述統計，t検定，Kruskal-Wallis検定，Pearsonの相関係数の解析

を行った。

分析の結果，今回の調査対象者は，抑うつ度が低く，主観的健康感が高く，家庭

では一定の役割を果たし，孫との交流が頻繁な，比較的自立した高齢者であった。

その抑うつ度や主観的健康感は，孫の持つ「世代継承性促進機能」と関連している

ことが示された。また，孫との交流やその心理的距離と，孫の持つ「時間的展望促

進機能」とが関係を有することも示された。いわゆるサクセスフル・エイジングに

主観的健康感が重要であるというこれまでの報告などをふまえると，孫の存在はサ

クセスフル・エイジングの達成に寄与することが客観的に示され，特に「世代継承

性促進機能」に大きな役割を果たすことが示された。

キーワード：心理的健康，精神的健康，孫－祖父母関係
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